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は，グッピー MHC のクラス I およびクラス II遺伝子群について記載する。
[研究方法・結果]
養殖グッピー牌の mRNA から作成した λgt10cDNA ライブラリーを用いて，ゼブラフィシュ塩基配列 2 種を合成
プライマーとして PCR をおこなった。その結果，相互に若干の塩基対を異にする 3 個のクラス I 遺伝子を得た。次い
で，同じ λgt10DNA ライブラリーより，淡水魚シクリッドのクラス IIB 遺伝子をコードする cDNA をプロープとし
た DNA ハイブリッド法によって， 2 個のクラス IIB 遺伝子を得た。
野性グッピーの MHC遺伝子についても検討を行った。クラス I 塩基配列 DNA を合成プライマーとして， 4 系統野
性グッピーの genomic DNA を用いて PCR を行った。 7 種の相互に塩基配列の若干異なるクラス I 遺伝子を得た。こ
れら全ては前記の養殖グッピーの塩基配列とは異なっており，しかもそのうちの 5 個は 6 塩基( 2 アミノ酸)の挿入
がみられた。塩基配列の点変異は，クラス I タンパクの α1および α2 domain のループをコードする領域において特
にしばしば見い出された。クラス II塩基配列の合成プライマーを用いた同様の PCR 法では，塩基配列が相互に少しず
つ異なった 4 種のクラス II遺伝子が得られた。
genomic DNA を 3 種の制限酵素で切断し，クラス I および II プロープを用いてサザンプロット解析を行った。強い
シグナルを示すバンドのパターンから，発現されているクラス I 遺伝子は，ハプロイドあたり I 個，多くても 2 個で
あることがわかった。また，発現されているクラス IIB 遺伝子はハプロイドあたり 1 個であることが明らかであった。
得られた塩基配列またはアミノ酸配列の相互の差異から遺伝的距離を求めグツピー系統間および他の魚類も含めた
系統樹を描いた。クラス I タンパクの α2， α3 domain を用いた場合，クラス I 遺伝子の exon 2 または exon 3 を用
いた場合で，それぞれ若干異なる系統樹が得られた。また，クラス 11全体のアミノ酸配列を用いた場合，およびクラ
ス II遺伝子の exon 2 を用いた場合でも，それぞれ系統樹が得られた。
[結論]
cDNA ライブラリーにおける各クローンの表現，塩基配列，およびサザンプロット法による解析から，発現されて
いるクラス I およびクラス 11 の MHC ゲノム数は少ないらしいこと，すなわち，発現されているクラス 11遺伝子座は 1









その結果養殖グツピーと野性グツピーから MHC クラス I 遺伝子，クラス II遺伝子それぞれを複数個ず、つ同定し，遺
伝子座の数も推定することができた。
以上により本研究はグツピーの MHC遺伝子と他の脊椎動物の MHC遺伝子との系統関係と MHC 遺伝子の進化を
推察する上できわめて重要な指針を与えたものであり博士(歯学)の学位を得る資格があるものと認める。
